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イタリックで示した通り、トップ 3 は中国、フィリピン、韓国出身者で、 4 位のアメリカ以外はすべ
てアジアの国であり、アジア出身の人々が圧倒的に多いことが明らかになった。 1 位の中国出身者数は






表 2 からわかるように、本学には留学生別科、学部、大学院を合わせると合計で159名（2015年 2 月
の時点）が在籍している。中国出身の留学生が最も多く、146名で全体の約92％を占めている。次いで、












































図 1 と図 2 はそれぞれ教材小冊子の日本語版と中国語版である。
図 1　日本語版 図 2　中国語版














日本語豆知識については、（ 1 ）上下（社会）関係に変わる日本語表現、（ 2 ）便利な「ちょっと」（ 3 ）
日本語の謝罪表現≠「对不起」、の 3 つの項目を紹介している。













本研究には以下の（ 1 ）〜（ 3 ）の 3 つの効果があったと考えられる。
（ 1 ）グループでの共同作業を通して、留学生と日本人学生同士の交流を深めることができた。
留学生にとっては日本語を勉強する良いきっかけとなり、日本人学生も母語日本語の価値への再認識
につながっている。
（ 2 ）グループの教職員が仲良くなる一つのきっかけになった。
（ 3 ）外部訪問を通して、他大学の良い取組みを学び、本学の国際化を外に発信することができた。
5 　今後の課題
今回は新座市内の大学に焦点をあて、留学生の在籍者数を調査したが、今後、高校や中学校など他の
教育機関にも注目し、そこに在籍する外国出身者の数を調べるなどの展開も考えられる。また、教材の
内容に関して、留学生にとって曖昧とされがちな「かもしれません」のような表現に関する内容を加
え、さらに内容を充実させる余地があるだろう。さらに写真を利用したり、音声が聞けるCDを付ける
など、留学生の理解を助けるための様々な工夫も考えられる。本文の説明に使う言語については、中国
語以外に英語なども加えて教材を作成することも検討している。
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